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皆さん、初めまして。NTTデータの山本と申します。

よろしくお願いいたします。

きょうは、「量子コンピュータとVR/AR」と、全然

方向性の違う新しい技術の話をするわけですけれど

も、簡単にまず最初に自己紹介をさせていただきます

と、私は NTTデータの中で、金融の中でデジタル

戦略推進部という部署がございまして、その中で、い

わゆる名前のとおり、デジタルテクノロジーをビジネ

ス的にどう生かしていくのかと、こういったところを担

当しております。

きんざいさんのセミナーでいうと、昨年の 6月ぐら

いに、たしか RPA、デジタルレイバーといったお話

をさせていただいておりまして、1年ちょっと経つと、

RPA から量子コンピュータかい？という話もあるわけ

ですけれども、かなりいろんな技術を扱っているとい

うところでございます。

特に、きょうこれからお話ししていく量子コンピュー

タとか VR/ARというのは、金融の中で、まだ、こう

やって使えばいいというユースケースが完全に見えて

いるわけではないですけれども、一方で、非常に面

白い可能性もあるのかなと思っておりまして、このあ

たりをご紹介させていただきながら、可能性について、

皆さんにヒントを与えられることができたらうれしいな

と思っております。

Slide 2　アジェンダ

きょうのアジェンダです。

量子コンピュータとVR/ARの話はもちろんメイン

ではありますけれども、その前段として、デジタルと

いう話を、いろいろ聞かれていると思いますが、こち

らはどういう形で見ていけばいいのかというところを

簡単に触れさせていただいて、その中で、個別のテー

マとしての量子コンピュータ、VR/ARという形でご

紹介をしたいと思います。
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デジタル化が進む世界

まず最初に、デジタルのお話をしていきます。

デジタルという話は皆さん結構いろんなところで聞

かれていて、ここ 1年ぐらい非常に大きく盛り上がっ

ているキーワードかと思います。

Slide 4

デジタルということを簡単に申し上げると、アナロ

グな情報がデジタルデータという形になってシンプル

化して、それを活用していくという流れで広がってき

ているところでございます。
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Slide 5　デジタル化の STEP

ただ、デジタルといっても実はレベルがいろいろご

ざいます。

私どもとしては、こういう整理をしております。

4つぐらい、フェーズというか段階があるのかなと

いうふうに思っております。

1つが、一番左側ですけれども、ドキュメントとか

書物のデジタルアーカイブ。要は電子化といわれて

いるものです。2つ目が、Digitalizationといわれて

いますけれども、機能単位ということで、実はこの左

側の 1つ目と 2つ目というのは、いわゆる、従来わ

れわれのようなシステムをつくっているような会社と

かが、SIというか、システム開発として請け負ってき

た領域というところです。

ここはたぶん金融機関さまも非常に進んでおられる

ところもあって、かなりの部分がシステム化されてい

るところですけれども、最近いわれているデジタルは、

どちらかというと右側の話です。

ただ、左側はもちろん、右側にいくためには、デジ

タルデータができていないといけないので、要らない

ということではなくて、当然、ベースとして備えてお

かなくてはいけないというところでございます。

右側の話ですけれども、Digital Transformation、

こちらが、デジタルテクノロジーを使って、全社とか

グループ単位でデジタルを使いながら、そもそもの

仕事のしかたを変えてしまおうという話でございます。

一番右側の Digital Disruptionですが、こちらは

デジタルテクノロジーを使って業界構造を変えてしま

う。ディスラプトする。ここは Amazonとか Uberと

書いていますけれども、いわゆる既存の秩序を壊して

しまうというところでございます。

Slide 6　デジタル化の STEP

そういった中において、右側 2 つが注目されてい

るところですけれども、特に、現業をお持ちの金融

機関さん、われわれもそうですけれども、まさにこの

Digital Transformationがデジタルの本丸だと思って

おりまして、いろいろなテクノロジーを使いながら今

のビジネスを変革していく。こういったところが、デジ

タルで一番注目されているところになっています。


